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約２９５万戸が停電
※離島を除く

国内で初の事例



要因 苫厚・水力の脱落

泊原発（停止中）
水力・風力▼６０万ｋＷ

苫東厚真１・２・４号機
▼１５０万ｋＷ

２０７万ｋＷ

北電資料を加工



『Ｎ－４』にどう備えるか

・ブラックスタート訓練（先月２１日）送電線トラブルを想定

苫東厚真１・２・４号機 ▼１５０万ｋＷ

水力・風力 ▼６０万ｋＷ ⇨ Ｎ－４！！

・広域機関の需給検証（Ｈ２９年１０月）▼１２９万ｋＷを想定

※Ｎ－１、Ｎ－２が一般的

想定外を想定 電力依存度高まる社会構造⇔



『Ｎ－４』にどう備えるか

「台風２１号 ２４０万戸停電」
「台風２４号 １８０万戸停電」

風台風で雨少なく
ガイシ付着の塩分が流れ落ちず？？

京成電鉄 全路線で運転見合わせ

気象庁

想定外を想定

電力依存度高まる社会構造⇔



全国の電力融通の状況
最大需要
５２５万ｋＷ



ボトルネックは解消するか

北電ＨＰ

北本連系の増強

～間に合わなかった“自励式”～

⇨？？万ｋＷ

１２０万ｋＷ⇨２１０万ｋＷ⇨３００万ｋＷ

議論動かした９／６

東京中部間連携設備

６０万ｋＷ⇨９０万ｋＷ



緊急時の再生可能エネルギー

（株）キクザワ（恵庭市）

再エネ比率２３％（水力含む）

太陽光１３３万ｋＷ
風力 ３９万ｋＷ

Eurus Energy
宗谷岬ウィンドファーム

全国有数の先進地

・風力が解列 被害なかった幌延町の風力発電施設も

・蓄電池モデル構築 国も補助事業

https://stat.ameba.jp/user_images/20181004/22/322440/a4/65/j/o1080080914278148920.jpg
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広域機関のリーダーシップ

電力広域的運営推進機関が入る建物
（日本ファブテック株式会社ＨＰ）

・沖縄電力
“ブラックアウトに至る可能性

否定できず”

・広域運用
エリア内系統の安全・安定・増強

・部分的に“生きている”
単独系統の模索



影響甚大 被害１３００億円超
・地下鉄、ＪＲ、路線バス、交通網マヒ

通勤できず 経済活動停滞

・搾乳できず、牛が病気に（乳房炎）

・人工呼吸器など、在宅療養に影響
救急搬送相次ぎ 死者も

・ＪＲ貨物、トラック輸送 物流にも影響

・牛乳、納豆、規格が決まった商品
長期間品薄に・・・

・冷蔵・冷凍設備停止で 食品の廃棄増



焦点あたる蓄電池＋非常用電源

・札幌市の導入補助申請は･･･

・道も蓄電池普及の公的支援あり方検討

・停電９９％解消に約５０時間⇨相当の燃料確保は･･･

・政府も非常用電源導入に補助

・東電・ＪＥＲＡ英蓄電池事業者に出資



①解列した風力発電「自営線」で電力供給①解列した風力発電「自営線」で電力供給

②国も災害時のマイクログリッドの可能性に注目②国も災害時のマイクログリッドの可能性に注目

マイクログリッドの可能性

③東電＋中部電力がマイクログリッド事業者に出
資

スマートグリッドとは･･･
電力需給をＩＴによって効率的に制御する送電網



おわり

ご静聴ありがとうございました


